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1 サポート人材の育成面

×

開 催
日 時

申 込 締 切

参 加 費 用

定 　 員 20現地 　　   名程度 

2026年　　 月　　  日（水）

このような　　　　　  を持つ方にオススメお悩み

2 社会実装面

本セミナーでお伝えする　 つの視点2

 本 セ ミ ナ ー が
そ の 課 題 を

お 申 込 み は
こ ち ら＼     　 　 　 　 　 ／

どなたでも
ご参加いただけます！

高知県では、作物関連のデータを産学官
連携で活用。結果、データ駆動型農業の
普及率は約６割、収量は最大４０％ 増加。※

※主要７品目による実証実験 (５カ年) の結果

2026年　　　  月　　  日（水）12 9
13:30 ～ 17:40 （受付 13:00～）

会 場
現地（地域活性化センター）

オンライン（Zoom）
or

解決に　  きます！導

お問合わせ先 一般財団法人地域活性化センター   セミナー統括課　  03-5202-6134

▶  　　　　 は出しているが、思うように活用してもらえない

▶  現場で指導・データ活用できる  　　　　　　 している

▶  　　　　　  での普及に、そろそろ限界を感じ始めている

一般参加者 ：15,000 円
特別参加者
/ 学生

11 25

 補助金

 人材が不足

 行政だけ

!

スマート農業スマート農業  
  　 　 人材育成人材育成
エッセンスエッセンス

スマート農業 
 　 人材育成
エッセンス
人を育て、仕組みで広げる。

ととと
「  補助金を出して終わり 」になっていませんか？

そのそのその ののの

「なかなか普及しない」を、今日、解決へ。
スマート農業が進まない現状を打破するため、
２つの視点から、地域での普及のヒントをお届けします。

スマート農業指導士育成プログラム
による指導者の育成

2022年度より秋田県立大学が実施する独自
のプログラム。これまでに９０名 の指導士
を輩出しており、2024年度の指導士支援に
よるスマート農業導入者数は８３名 。

IoP　　　　   プロジェクトによる
産学官連携での普及・定着

（Internet of Plants）

seminar@jcrd.jp

： 5,000 円

※交流会は別途費用(1,000円程度)
　を頂戴します。



なぜスマート農業は普及しないのか？

 機械が高い
一方、効果が
見通せない

 身近に導入して
 いる人が少なく、

馴染みがない

 丁寧に教えて
くれる人が

少ない

その
一方で 農薬散布時間

 93
収穫量

６～７

“儲かる農業”

％削減

みかん

倍・人手半分

トマト

の実績続々

（UTYテレビ山梨報道「AIで変わるスマート農業」） （KDDIスマートドローン ニュースリリース）

万円越えも

所得

1,000
ピーマン

万円越えも
（農畜産業振興機構「野菜情報」）

水管理負担

 80％軽減

米

（農林水産省 スマート農業関係資料）

カ リ キ ュ ラム （ 予 定 ）

13:30～15:00　講義（90分）

15:10～15:50　事例紹介①（40分）

15:50～16:30　事例紹介②（40分）

16:40～17:20　トークセッション（40分）

17:20～17:40　講評・閉講（20分）

17:45～19:00　交流会（75分）

学 べ る こ と

● スマート農業の普及に欠かせない、
　 サポート人材の育成手法

● 地域全体でスマート農業を導入/活用
　 できる

● スマート農業指導士育成プログラム
　 修了生より、現場での

体制づくり

活用事例　課題や※希望制・現地

・12/3(木)までに欠席の連絡がなかった場合、参加費用は返金できません。
・セミナー中に撮影した写真は、当センターのSNSやHPで使用する場合がございます。
　あらかじめご了承ください。
・ご記入いただいた個人情報は、当センター各事業のご案内に利用する場合がございます。

＜お申込みにあたり＞

【 講 師 ・ 登 壇 者 紹 介 】 主任講師
秋田県立大学 生物資源科学部アグリビジネス学科 教授

上田 賢悦
1997年秋田県庁入庁。普及指導員、農業経営研究の経験を経て、
2018年に同大学の准教授として着任、2023年より現職。大学で
は、農業経営人材の育成、雇用就農者の定着・育成、熟練技術の
伝承、農業普及等に関する研究に取り組む。
2022年よりスマート農業の支援人材を育成する「スマート農業指
導士育成プログラム」を開講し、これまで90名の指導士を輩出。

う え だ  　  け ん えつ

氏

秋田県農林水産部 水田総合利用課 政策監

片野 英樹
1992年秋田県庁入庁。長年にわたり普及指導員として
作物の指導に従事し、全国農業システム化研究会でスマ
ート農業の実証にも携わる。2022年度のスマート農業
指導士育成プログラム修了生（第１期）。

事例紹介①

 か た の       ひ で き

氏

高知大学 IoP共創センター 副センター長/特任教授

岡林 俊宏
1988年高知県庁入庁。｢勘｣と｢経験｣に頼る農業から、　
データに基づく次世代型農業の普及に取り組む。
2019年より産学官連携でIoPプロジェクトを推進し、
県全体へデータ駆動型農業を普及させる。

事例紹介②

お か ば や し   と し ひ ろ

氏


